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補
助
の
目
的

　

こ
の
補
助
金
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
経
済

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

中
小
企
業
等
の
思
い
切
っ
た
事
業

再
構
築
を
支
援
し
、
日
本
経
済
の

　

道
商
工
連
で
副
会
長
、
同
協
同

組
合
で
副
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た

三
井
辨
雄（
わ
き
お
）元
厚
生
労
働

新
分
野
へ
の
転
換
な
ど
最
高
６
千
万
円

　

経
産
省
の
「
事
業
再
構
築
補
助
金
」
の
第
１
回
募
集
が
４
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。新
分
野
展
開

や
業
態
転
換
、事
業
・
業
種
転
換
な
ど
の
取
り
組
み
へ
の
補
助
金（
補
助
率
３
分
の
２
、通
常
枠
の
最
大
６
千

万
円
）で
、年
度
内
に
４
回
募
集
す
る
予
定
で
す
。ほ
と
ん
ど
の
業
種
が
対
象
で
、募
集
は
、対
象
経
費
の
３
分

の
２
が
１
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
で
す
。応
募
は
一
度
し
か
で
き
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
、
中
小
企
業
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、
詳
し
い「
補
助
事
業
の
手
引
き
」は
、
４
月
７
日
現
在
、
ま
だ
公

表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

構
造
転
換
を
即
す
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
厳

し
い
状
況
に
あ
る
中
小
企
業
、
中

堅
企
業
、個
人
事
業
主
、企
業
組
合

等
を
対
象
に
し
て
、
審
査
の
上
、
予

算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
、国
の
他
の
補
助

金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。補
助

金
の
支
払
い
は
、設
備
の
改
修
な
ど

の
事
業
が
完
了
し
た
後
で
す
が
、

概
算
払
い
に
つ
い
て
は
今
後
発
表

す
る
と
い
う
「
補
助
事
業
の
手
引

き
」
で
示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

会
社
訪
問
・
札
幌
葬
祭（
３
面
）／
令
和
２
年
道
内
中
小
企
業
の
廃
業
調
査
結
果（
２
面
）

経
産
省 

事
業
再
構
築
補
助
金
募
集
開
始
第
１
回
締
切
は

４
月
30
日
18
時

三
井
辨
雄
元
厚
労
大
臣（
78
）が
ご
逝
去

大
臣
が
４
月
２
日
、
呼
吸
不
全
の

た
め
、ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
井
氏
は
平
成
12
年
か
ら
衆
議

院
議
員
を
４
期
務
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
体
調
を
崩
し
、
近
年
は

療
養
と
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
写
真
は
北
海
道
新
聞
よ
り

　

北
海
道
の
春
も
例
年
よ
り
早
く
訪

れ
た
。
本
州
の
桜
の
開
花
は
史
上
最

速
と
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
が
表
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
▼
春
た
け
な
わ
の
ワ
シ
ン

ト
ン
に
向
け
て
、
菅
総
理
は
当
初
よ

り
１
週
間
遅
れ
て
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ

デ
ン
大
統
領
と
対
面
で
の
首
脳
会
談

に
出
か
け
る
。
対
中
国
を
に
ら
ん
だ

日
米
同
盟
の
強
化
を
謳
い
あ
げ
る
の

だ
ろ
う
が
、
ど
ん
な
負
担
を
強
い
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
▼
帰
国
し
て
、
た

だ
ち
に
解
散
総
選
挙
に
向
け
た
動
き

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
永
田
町
界

隈
で
は
そ
う
し
た
空
気
が
出
始
め
て

い
る
と
の
こ
と
。
第
４
波
と
も
言
わ

れ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
は
た
し
て

解
散
総
選
挙
が
打
て
る
の
か
▼
い
ず

れ
に
せ
よ
10
月
ま
で
に
は
総
選
挙
は

あ
る
。
総
務
省
接
待
問
題
な
ど
数
々

の
疑
惑
を
抱
え
た
菅
政
権
に
、
国
民

は
ど
う
審
判
を
下
す
の
だ
ろ
う
か
。

対
す
る
野
党
は
、
き
ち
ん
と
対
抗
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
面
は
４
月

25
日
の
補
欠
選
挙
の
結
果
に
か
か
っ

て
い
る
。
北
海
道
２
区
、
松
木
候
補

の
勝
利
を
期
待
し
た
い
。（
峰
）

う
た



（２）

や
「
業
態
転
換
」に
係
る
機
械
設
備

の
取
得
費
用
や
新
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
導
入
に
か
か
る
経
費
、広
告
宣

伝
費
な
ど
が
補
助
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
対
面
型
の
サ

ー
ビ
ス
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
す
る
た

め
の
、
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
ア
プ

リ
開
発
・
導
入
、
機
器
導
入
費
や

広
告
宣
伝
費
、
店
舗
縮
小
に
係
る

建
物
改
修
の
費
用
な
ど
も
認
め
ら

れ
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
業
種
が
対
象
に
な

り
ま
す
。思
い
切
っ
た
事
業
の
再
構

築
を
検
討
の
方
に
お
す
す
め
し
ま

す
。小
規
模
事
業
者
や
個
人
事
業

主
も
対
象
に
な
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
化
す
る
こ
と
で
事
業
再
構
築
を

行
う
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
、土
地
や
公
道
を

走
る
車
両
の
取
得
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。但
し
、
車
に
載
せ
る
設
備

　

道
商
工
連
が
加
盟
す
る
北
海
道

中
小
企
業
団
体
中
央
会（
中
央
会
）

は
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

経
産
省
は
、
本
年
度
に
４
回
の

募
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
予

算
の
範
囲
内
な
の
で
、
応
募
が
殺

到
す
る
と
早
く
終
わ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
か
ら
手
続
き
は
急
い
だ

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

補
助
金
に
は
、「
通
常
枠
」
の
ほ

か
に
、
合
併
な
ど
で
中
堅
企
業
や

大
企
業
へ
成
長
す
る
事
業
者
向
け

の「
卒
業
枠
」と
、コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
た
事
業
者
の
「
緊
急
事
態
宣

言
特
別
枠
」も
あ
り
ま
す
。

悪
質
業
者
に
ご
注
意

　

民
間
事
業
者
が
、
こ
の
事
業
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
を
企

画
し
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
庁

な
ど
は
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
。事
業

計
画
の
策
定
な
ど
で
外
部
の
支
援

を
受
け
る
際
に
は
、
高
額
な
成
功

報
酬
を
請
求
す
る
悪
質
な
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

は
、
２
０
０
２（
平
成
14
）年
か
ら

会
員
で
あ
る
協
同
組
合
を
対
象

道
内
中
小
企
業
の
廃
業
に
関
す
る
調
査
結
果

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響「
わ
か
ら
な
い
」が
最
多

が
、ま
だ
公
表
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

認
定
書
の
取
得
と
電
子
申
請

　

ま
た
、
応
募
申
請
に
は
認
定
経

営
革
新
等
支
援
機
関
や
金
融
機
関

の
確
認
書
が
必
要
で
、詳
し
く
は
中

小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る「
認
定
経
営
革
新
等

支
援
機
関
一
覧 

」や「
認
定
経
営
革

新
等
支
援
機
関
検
索
サ
イ
ト 
」
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
申
請
に
は
、
ID
・
パ
ス

ワ
ー
ド
で
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
ロ
グ
イ
ン
で
き
る
「　

ビ
ズ
ID
プ

ラ
イ
ム
」
が
必
要
で
す
。も
っ
て
な
い

場
合
は
、「　

ビ
ズ
ID
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ 

に
あ
る
「　

Ｂ
ｉ
ｚ
ID
プ

ラ
イ
ム
作
成
」で
発
行
申
請
が
で
き

ま
す
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
電

子
申
請
が
増
え
、
取
得
に
３
週
間

以
上
か
か
る
よ
う
で
す
。今
回
の

「
第
１
回
事
業
再
構
築
補
助
金
」
の

申
請
に
つ
い
て
は
、す
ぐ
使
え
る「
暫

定　

ビ
ズ
ID
プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ
ン

ト
」
が
付
与
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を

取
得
し
て
申
請
で
き
ま
す
。正
式
な

ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
手
続
き
は
、
進

め
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

具
体
的
補
助
の
対
象

　

製
造
業
で
は
、「
新
分
野
展
開
」



３
　

自
宅
葬
や
家
族
葬
か
ら
大
人
数

の
社
葬
ま
で
、
規
模
を
問
わ
ず
、

事
前
相
談
か
ら
葬
儀
終
了
ま
で
親

身
に
応
対
し
、
会
員
企
業
と
の
長

い
お
付
き
合
い
が
あ
る
。

　

杉
浦
さ
ん
は
、
１
９
７
９
年
の

道
商
工
連
青
年
経
営
者
協
会
設
立

の
際
、
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
広
報

委
員
長
に
就
任
し
て
い
る
。
１
９

８
８
年
１
月
に
独
立
し
て
同
社
を

創
業
し
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
こ
の
業

界
に
入
っ
た
当
時
は
、
遺
体
の
搬

送
か
ら
納
棺
・
安
置
、
葬
儀
ま
で
、

す
べ
て
一
人
で
こ
な
し
た
。「
ご
遺

体
を
タ
ン
カ
で
車
ま
で
運
ぶ
た
め
、

遺
族
の
方
に
片
方
を
持
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
」。
独
立
後
は
、
い
つ
仕

事
が
入
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と
き
は
電
話

の
ベ
ル
が
聞
こ
え
る
よ
う
浴
室
の

ド
ア
は
開
け
た
ま
ま
に
し
て
、
昼

夜
を
問
わ
ず
、
が
む
し
ゃ
ら
に
働

き
ま
し
た
と
回
想
す
る
。

　

最
近
、
新
聞
の
お
悔
や
み
欄
に

「
葬
儀
終
了
」の
文
字
が
目
立
つ
が
、

実
は
葬
儀
を
行
わ
ず
、
自
宅
に
１

日
安
置
し
て
、
そ
の
ま
ま
火
葬
に

付
す
例
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

家
族
葬
の
問
い
合
わ
せ
も
来
る
。

小
さ
な
会
場
で
も
、
祭
壇
を
組
み
、

写
真
を
飾
っ
て
、
お
坊
さ
ん
に
読

経
を
し
て
も
ら
え
ば
一
般
の
葬
儀

と
同
じ
だ
け
持
ち
出
し
に
な
る
と

説
明
す
る
。

　

チ
ラ
シ
に
「
家
族
葬
20
万
円
か

ら
」
と
あ
っ
て
も
、
会
場
が
小
さ

い
分
、
安
く
は
な
る
が
、
香
典
も

少
な
い
。
例
え
ば
普
通
、
棺
や
骨

つ
ぼ
な
ど
の
セ
ッ
ト
は
最
低
で
も
５

万
円
は
す
る
し
、
病
院
か
ら
の
搬

送
や
安
置
費
用
、
ご
遺
体
の
処
置
、

火
葬
場
ま
で
の
霊
柩
車
な
ど
で
20

万
円
ほ
ど
は
か
か
る
と
い
う
。

　

日
本
消
費
者
協
会
に
よ
る
と
一

般
の
葬
儀
費
用
は
全
国
平
均
で
約

１
９
５
万
円
（
２
０
１
７
年
）。

こ
れ
に
は
、
お
坊
さ
ん
の
お
布
施

や
戒
名
料
な
ど
の
寺
院
関
係
や
、

通
夜
振
る
舞
い
、
香
典
返
し
な
ど

が
含
ま
れ
る
。
道
内
で
は
寺
院
関

係
を
除
く
と
１
０
０
万
円
ぐ
ら
い

が
相
場
と
い
う
。

　
「
ご
遺
族
の
方
が
、
後
か
ら
『
あ

あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
』
と
後
悔
し

な
い
よ
う
、
一
言
多
い
ぐ
ら
い
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
」
と
杉
浦
さ
ん
は
言
う
。

　

若
い
と
き
か
ら
「
仕
事
一
番
」

が
モ
ッ
ト
ー
。
そ
の
息
抜
き
は
旅

行
と
麻
雀
だ
と
い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
ら
と
米
国
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
ジ
ア
諸
国

な
ど
を
訪
れ
た
。
麻
雀
は
、
道
商

工
連
の
大
会
に
も
参
加
し
て
い
た

が
「
最
近
は
機
会
が
減
り
ま
し
た
」

と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
そ
う
だ
。

　
　
　

＊　
　
　
　

＊

有
限
会
社 

札
幌
葬
祭

〒
０
０
５
│
０
０
０
３　

札
幌
市

南
区
澄
川
３
条
１
丁
目
３
│
１

電
話
（
代
）
０
１
１
・
８
４
２
・

７
２
６
６
（
昼
夜
共
）

事
前
相
談
か
ら
葬
儀
終
了
ま
で
親
身
に
応
対

有
限
会
社  

札
幌
葬
祭

会社訪問

代
表
取
締
役
社
長　

杉
浦　

勝
利
さ
ん
（
77
）

杉
浦
勝
利
社
長
。
道
商
工
連
の
事
務
所
で

に
、「
企
業
の
廃
業
等
、自
主
廃
業
・

倒
産（
民
事
再
生
等
を
含
む
）の
実

態
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。19

回
目
の
今
回
は
、
令
和
２
年
１
月

１
日
か
ら
同
12
月
31
日
ま
で
が

対
象
で
、
１
１
３
２
組
合
の
う
ち

６
３
５
組
合
が
回
答
し
ま
し
た
。

①
廃
業
件
数

　

令
和
２
年
は
４
１
２
件
で
、
平

成
29
年
か
ら
３
年
連
続
で
同
水
準

で
し
た
が
、
前
年
か
ら
80
件
減
り

ま
し
た
。倒
産
も
、同
21
件
か
ら
６

件
に
減
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
政
府
の
無
利
子
融

資
な
ど
の
支
援
が
考
え
ら
れ
そ
う

で
す
。

②
業
種
別
件
数

　

一
番
多
か
っ
た
の
は
サ
ー
ビ
ス
業

で
１
８
８
件
、次
い
で
小
売
業
の
１

０
５
件
、以
降
、建
設
業
36
件
、運

輸
業
29
件
、
卸
売
業
23
件
、
製
造

業
15
件
と
続
き
ま
し
た
。

③
自
主
廃
業
の
要
因

　

自
主
廃
業
の
理
由
は
、
複
数
回

答
で
一
番
多
か
っ
た
の
が
「
後
継
者

等
人
材
難
」70
・
６
％
で
し
た
が
、

前
年
の
84
・
９
％
よ
り
は
減
り
ま

し
た
。次
い
で
「
販
売
不
振
・
受
注

減
少
」34
・
５
％
で
、前
年
と
ほ
ぼ

同
じ
。そ
の
次
が
「
先
細
り
感
」

25
・
２
％
で
し
た
。「
同
業
他
社
と

の
抗
争
激
化
」５
％
、「
金
融
・
資

金
繰
り
難
」５
・
９
％
で
、
い
ず
れ

も
前
年
よ
り
減
っ
て
い
ま
す
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
の
廃
業
へ
の
影
響

　
「
廃
業
を
加
速
さ
せ
て
い
る
」

19
・
９
％
、「
影
響
は
な
い
」38
・

２
％
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
最
も
多

く
40
・
８
％
で
し
た
。

　

加
速
さ
せ
て
い
る
要
因
は「
売
上

高
の
減
少
」
が
１
０
８
件
で
最
も

多
く
、
次
い
で「
取
引
先
・
顧
客
か

ら
の
受
注
減
少
」62
件
、「
運
転
資

金
等
の
資
金
繰
り
難
」39
件
、「
営

業
活
動
の
縮
小
」37
件
で
し
た
。



（４）
　

北
海
道
労
働
局
は
３
月
10
日
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）年（
１
月
１

日
〜
12
月
31
日
）
の
道
内
死
亡
災

害
発
生
状
況（
速
報
）を
発
表
し
ま

し
た
。以
下
、
カ
ッ
コ
内
の
数
は
交

通
事
故
で
内
数
で
す
。

　

全
産
業
の
死
亡
者
数
は
50

（
18
）人
で
、
前
年
よ
り
12
人
減
り

▼
理
事
会
・
常
任
理
事
会

日
時
・
５
月
21
日（
金
）15
時
〜

▼
第
47
回
定
期
総
会
・
第
46
回

通
常
総
会

日
時
・
６
月
28
日（
月
）14
時
〜

場
所
は
、
理
事
会
、
総
会
と
も
に
、

ま
し
た
。特
に
建
設
で
７
人
減
、
製

造
業
と
林
業
で
４
人
減
り
ま
し

た
。一
方
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

数
は
前
年
の
11
人
か
ら
７
人
増
え

て
い
ま
す
。

　

業
種
別
で
死
者
が
多
い
順
に
建

設
13（
４
）人
、
製
造
６（
１
）人
、

陸
上
貨
物
運
送
６（
４
）人
、
林
業

４（
０
）人
、
交
通
運
輸
３（
２
）人

で
、
業
種
の
そ
の
他
の
事
業
が
17

（
７
）人
で
し
た
。

　

業
種
の
そ
の
他
の
事
業
の
内
訳

は
、
水
産
３（
０
）人
、
小
売
り
２

（
１
）人
、
清
掃
と
畜
業（
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
除
く
）２（
１
）人
、
警

備
２（
１
）人
、
農
・
畜
産
２（
１
）

人
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
１
（
０
）

人
、そ
の
他
５（
３
）人
で
し
た
。

道
内
死
亡
者
50
人（
12
減
）、交
通
事
故
18
人（
７
増
）

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
（
札
幌
市

中
央
区
南
１
西
５
）

＊
例
年
実
施
の
理
事
会
及
び
総
会

後
の
懇
親
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

北
海
道
労
働
局

令
和
２
年
死
亡
災
害
発
生
状
況（
速
報
）

道内死亡災害発生状況（速報）
建設業　　　　　　　　　１３（４）
製造業　　　　　　　　　　６（１）
陸上貨物運送業　　　　　　６（４）
林業　　　　　　　　　　　４（０）
交通運輸業　　　　　　　　３（２）

水産業　　　　　　　　　　３（０）
小売り業、清掃業・畜業　
警備業、農業・畜産業　　

各２（１）

ビルメンテナンス　　　　　１（０）
その他の事業　　　　　　　５（３）
＊業界と業種を併せて記載。単位：人（　）は交通事故

フ
ラ
フ
ラ
と
ダ
ン
プ
ビ
ビ
ら

す
チ
ャ
リ
の
爺

実
力
が
無
い
の
に
運
が
無
い

と
言
う

妻
の
ヨ
ガ
不
知
火
型
で
せ
り

上
が
る

Ｏ
Ｋ
か
Ｎ
Ｏ
か
分
か
ら
ぬ
ダ

イ
ジ
ュ
ー
ブ

愛
し
て
る
妻
の
返
事
は
大
丈

夫ば
あ
ち
ゃ
ん
は
パ
パ
よ
り
じ

い
ち
ゃ
ん
よ
り
偉
い

何
か
あ
る
ワ
シ
に
酌
す
る
孫

娘万
策
が
尽
き
て
最
後
に
言
う

根
性

美
女
駆
け
て
来
た
が
う
っ
か

り
閉
を
押
し

ほ
ど
ほ
ど
を
知
ら
な
い
人
の

尿
コ
ッ
プ

美
人
に
は
吠
え
る
ん
で
す
と

謝
ら
れ

タ
レ
袋
ハ
サ
ミ
に
頼
る
べ
き

だ
っ
た

大
関
が
最
高
位
か
と
子
に
聞

か
れ

　
　
　
　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

し
ら
ぬ
い

道
商
工
連 

理
事
会
・
常
任
理
事
会
と
総
会
の
お
知
ら
せ




